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古坂　紘
一

　山口益博士が 『中辺 分別論釈疏』（1935）にお い て指摘 され て い る よ うに
（1＞、『瑜伽師地論菩薩

地』菩薩功徳品と 『大乗荘厳経論』功徳品に は 「大乗」（mahayana ）の 語義に関する七種の 理由

（七大性 また は七 大義）お よび 「摂大乗」（mah5yEna −salpgraha ）に 関する八 種の理 由が 数えら

れて い るが 、その 内容に はそ もそ もどの ような相違点 と共通点が あるの かに つ い て以下 に比較検

討を試み た い
。 比 較に 先立ち 、 これ ら の 論典の 議論で は 『瑜伽師地論菩薩地 』地 品に 明示され る

菩薩の 七 地 、 十≡ 住お よ び 『十地経亅の 十地の 対応 関係が 前提に な っ て い る の で 、まずその
一
覧

を記して お きた い
。

　 表 1

七地

1 種姓地

2 勝解行地

3 浄勝意楽地

4 行正行地

七地、十三住 、十地 の対応関係）（2）

　　　　　 十三 住

　　　　　 ＝1 種姓住

5 決定地

6 決定行地

7 到究竟地 （雑地）

己 2 勝解行住

＝ 3 極歓喜住

＝4 増上戒住

5 増上心住

6， 7， 8 増上 慧住

9 有加行有功用無相住

＝10 無加行無功用無相住

＝ 11 無礙解住

＝ ・ 12 最上 成満菩薩住

13 如来住

『十地経 』の 十地

1 歓喜地

2 離垢地

3 発光地

4 焔慧地　 5 難勝地　 6 現前地

7 遠行地

8 不動地

9 善慧地

10 法雲地

1 ．『瑜伽師地論菩薩地』（BBh ）菩薩功徳品 と海雲注 （BVy ）

　　　　お よび 『瑜伽論記』（倫記 ）に お け る 大乗の 七 大義

　まず 『瑜伽師地論菩薩地亅（BBh ）菩薩功徳品で は 、「こ れ ら七つ の 大性 （mahattva ）をと もな

う諸菩薩の 乗 り物が 大乗 とい わ れ る 。 」と言 う。 【BVy ： 七 種の 大性をともな うの で 菩薩は摩訶薩

（mahasattva ）と言われ る 。 そ れゆ えに功徳を説 くこ とを通 して大性を説 くの で ある 。 七種を更

に要約すれば 道と道果に関して 立て られる 。 果 と結び付 く菩薩の 道が大乗で ある の で 「大」と立

て られ る 。1 そして 以下 （a）〜 （g）の 「七 つ の 大性」（七大義）が述べ られ る 。

（a ＝1）「法の 大性 。 即 ち十二 分教の 中の 菩薩蔵の 方広なる もの の （大性 ）で ある 。 」【BVy ： 道

　 も亦二種で あ る 。 即ち行の 法と教説の 法の 区別 に よる。（後者）
一者 に よ っ て教説の 法の 大
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　 性が立て られ る 。 極め て 厖大な経典 をもつ か らで あ る 。 それゆ えに 〈方広 なる もの 〉 とい う

　 が 、 大乗の 広博な典籍が 大乗 （マ ハ ー
ヤ

ー
ナ ）で あ る と言わ れ るか らで ある 。 】

（b 二 2）「発 心の 大性 。 即 ち
一

類の 者が 無上正等菩提 （を願 う）心 を起 こ す こ との （大性 ）で あ

　 る 。 」【BVy ： 行の法は五 種で ある 。 即ち第
一

は 願うこ と （願）で あ っ て 、それ ゆえに 〈発心

　 の 大性 〉 と い われ る 。

一
切の 功徳 と過失 を生ず る もの を捨 て た究極の 位に 達 した （仏陀の ）

　 菩提に 向か っ て発心す る こ と 、 それが大い なる こ とで あるか ら で ある 。 】

（c＝3）「勝解の 大性 。 即ち一
類の 者が まさにその 法の 大性にお い て信解を起こすこ との （大性）

　 で あ る 。 」【BVy ：淨意樂地に おける行 を成就する こ とに結び付 くの が第二 （の 行の 法）で あ

　 る 。 それ を 〈信解の 大性〉 とい うので ある 。 甚深広大の 法を信解するこ とが 大きい とい うこ

　 とで あ る 。 】〔倫記 ： 前三 は唯地前 〕

（d＝ 4）「増上意楽の大性。 即ち一
類の 者が 勝解行地を超えて淨勝意樂地に 入るこ と （の 大性）で

　 ある 。 」【BVy ： 通達を特性とす る の が 第三 （の 行の 法）で あ る 。 それ を 〈増上 意楽の 大性 〉

　 とい うの で ある 。 自他に おけ る平等性を体得す るゆ えにそ れ は大性で ある 。 】〔倫記： 唯地上

　 にある の み 〕

（e ＝ 5）「資糧の 大性 。 （即ち）お よそ福徳資糧と智慧資糧
（3切 完成に よ っ て 無上 正等菩提 を現等

　 覚す る 、 （その 資糧 の 大性）で あ る 。 」【BVy ：資糧の すぐれ て い る こ とが第四 （の 行の 法）で

　 ある 。 それを く資糧の 大性〉 と い うの で ある 。 （十 ）地に入 っ た （菩薩）がそれぞ れ の刹那に

　 お い て も無量の福徳と智慧の 資糧を積み 重ねる ゆ えに 、 それ は 大性で ある 。 】〔倫記 ： 測は二

　 地巳上 と云 い
、 景 は地前地上 に通ずと云 う〕

（f＝ 6）「時の 大性 。 （即ち）お よそ三阿僧祇劫によ っ て無上正等菩提 を現等覚する、その 時間 （の

　 大性 ）で ある 。 」【BVy ：すぐれた時をもつ こ とが 第五 の （行の法の ）時の 大性で ある 。 それ

　 の た め に 〈三阿僧祇劫〉云 々 とい う。 】〔倫記： 始終 に通ず〕

（g・＝ 7）「圓證の 大性 。 （即 ち）お よそその （仏 ）身の 体得に それ以外の 身体 の 体得が匹敵する も

　 の は な く、況や上 に ある もの もな く、有 り余 る もの もない 、そ うい う無上正等菩提 （の 大性）

　 で ある」【BVy ：果の 大性 と （い われ るの ）は
一

切の 有情を正 し く超出 した仏陀の 〈身体〉 を

　 正 し く証得するか らで ある 。 】こ の BVy の い う 「果の 大性」とい う用語は後述の 『荘厳経論 亅

　 等に も登場す る 。 〔倫記 ： 所証 の 菩提〕

　さて 『菩薩地亅の 本文で は続けて い う。 「そ の 中お よそ法大性 、 発心大性、勝解大性、増上意樂

大性 、 資糧大性お よび 時大性 と い うこれ ら六大性 は 圓證大性の 因 とな る もの で あ り、またそ の

圓證 大性
一

者は それ ら六種の （大性の ）果の 位 にあ る もの で ある と知る べ きで ある 。 」【BVy ：六

つ の 大は これ ら に よ っ て行 くよ うにするが故に乗 と言 われ る 。 即 ち因を 自性 とする もの と して 説

く。 第七は こ こ に至 るため に 乗と言われ る 。 即 ち果 を自性 とす る もの として説 くの であ る 。】

　こ の ように 、 BBh では （a ）〜 （f）を因とし、（g）の みを果 とし、また因の 中に （c ）勝解大性

（d）増上意樂大性 （e）資糧大性 の 因果関係 を立て る こ とが特徴的で あ る。こ れは 『菩薩地』住

品の 十三住の 因果の 関連構造を念頭にお い た もの と考えられ る が 、因の 中に 因果関係を含意させ

て い る こ とが特徴的で ある 。 また BVy で は因の 大性に つ い て 、 （a ）の 教説の 法の 大性と （b）〜

（f）の 五 つ の 行の 法の 大性に 二 大別して い る 。 教説 は菩薩の 行以前の 因 と考えるか らで あろ う。
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こ の 菩薩地の 七大性の 規定と無著の 『顕揚聖教論 』摂 浄義品〔4）の 所説は 同様の 内容で あ る 。 こ の

こ とは倫記で も 「此れ と顕揚所明の 七大性とは 同じ」と指摘 して い る 。 また無著の 『金剛般若論』

巻上（5）
で は 「如菩薩地持中説」と出典を明記して 「菩薩」の 七種大 として 規定して お り（1）、これ

らが瑜伽行派の 大乗に関する解釈の 説明方式の
一

つ の 系脈 を形づ くっ て い る 。

2 ． BBh とBVy お よび倫記に お ける摂大乗の八 法

　続い て BBh 「功徳品」は次の 八 つ の 働 きが 摂大乗 、 すなわ ち大乗を統括する もの である と説 い

て い る。 〔倫記 ：景云 く、上の 七は大を解し、此の 八は 即ち乗の 義 を解す 。 〕

「次の 八法は
一

切の 大乗を統括する為に働 く。 即 ち

（h＝ 1）菩薩蔵を説き示すこ と。 」【BVy ：八種の 法とは能詮と完全な所詮で ある 。 その 中、 所詮

　 とは 四種の 般若く6）を得る こ と と、その 果に 関し て 立 て られ る もの で ある 。 即 ち世俗諦 と第
一

　 義諦が 大乗の 原理 に よ っ て 統括 され る 。 能詮に 関して （こ こ に ）〈菩薩蔵を示すこ と〉 と言

　 う。 方広の 支分 （経典）に よ っ て 統括 され て い るか らで ある 。 1（7）

（i＝2）「まさにそ の菩薩蔵にお い て
一切法の 「真実義」を明 らか にす る こ と。 」

（j＝3）「まさに その 菩薩蔵に お い て
一

切の 仏菩薩の不 可思議に して 最も広大な力を顕示する こ

　 と。 」【BVy ：完全な所詮に関 して く真実義 を明らか に す る こ と 〉 と 、 〈力を顕示す る こ と〉 と

　 い うが、（それ らは）甚深広大の 所詮で ある か らで あ る 。 】〔倫記 ： 中に 於 い て 前の 三 は教 に就

　 い て 乗 を辨ず。 〕

（k ＝ 4）「そ し て それ を理に したが っ て 聴 くこ と 。 」【BVy ：その 中、聞所成慧 に関して く理 に し た

　 が っ て聴 くこ と〉 と い う。 】

（1＝ 5）「理 に したが っ て 思 に もとつ く勝意楽を獲得す る こ と。」【BVy ：思所成慧 に関 して 〈理 に

　 したが っ て 思 うこ と 〉 と い う。 修所成慧は 三種で あ っ て 、初 ・中 ・後で ある 。 第
一

（初）は

　 見道 に よ っ て 統括され て い る 。 その ため に 〈理 に したが っ て 思 に もとつ く勝意楽 （すぐれた

　 意志）を獲得する こ と〉 とい う。 即ち初地 （に到達する ）と い うこ とで ある 。 】

（m ＝ 6）「勝意楽 の 獲得 に もとつ く修 行の 相に入 る こ と 。 」【BVy ：（修所成慧の ）中は 修道に よ っ

　 て 統括 されて い る 。 その ため に 〈修行の 相に 入る こ と〉 と い う。 その 後の 八 地 （を得 る）と い

　 うこ とで ある 。 】〔倫記 ： 次の 三 は次 （第）の 如 く聞思修の 慧な り。 即 ち行に就い て乗 を辨ず 。 〕

（n ＝ ＝ 7）「修行 の 相 に入 る こ とに もとつ い て 、 修行の 結果を成就する こと 。 」【BVy ：（後に ）究竟

　 の 位に よ っ て 統括され る もの の ため に 〈修行 の 結果 を成就する こ と〉 とい う。 十地 （に到達

　 す る ）とい うこ とで ある 。 】〔倫記：第七は是れ智果〕

（o ＝ ・ 8）「まさにその 修行の 結果の 成就に よ っ て 究極的に 出離する こ とで ある 。 」【BVy ：果 を示す

　 ため に 〈究極 的に出離する こ と〉 と い う。 】〔倫記 第 八は 是れ断果 。 即 ち （第七 と第八は ）果

　 に就い て 乗を辨ず 。 測云 く、 前の五 は並びに勝解行位に在 り。 第六は初地已上乃至九地 に在

　　り。第七は第十地に在 り。 第八は佛果 に在 り。 〕

BBh 本文 は以上 の よ うに 「摂大乗」を分析 して 「まさに その よ うに実践 し て い る菩薩 こ そが 無
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上正等菩提を現等覚するので ある 。 」と結ぶ 。 こ こで は特 に （h）一 （j）で 「菩薩蔵」の顕 示を、

（k）〜 （m ）で 聞 ・思 ・修の 三慧の 連関を論及するが 、 しか し種姓、発心、十地等につ い て本文

で は何 も語っ て い ない こ とが 注目され る 。

3 ．『大乗荘厳経論』（MSA ）功徳品お よび安慧注 （SBh ）に おけ る大乗の七 大義

　これに対 して 『大乗荘厳経謝 （MSA ）功徳品で は次の よ うに規定 して い る 。

「大乗の大性を分別す る二 つ の 頌 （に云 う）。 【SBh ：〈大乗の 大性を分 別する 二 つ の 頌〉 と い うこ

とにお い て 、利他の 完成に入 るそ の 菩薩は利他の 完成に 限らず 自利の 完成をも伴 う。 そ の 場合自

利の 完成とは何か とい うと （菩薩が）大乗の それ 自体の 大性 （体大）を もつ こ とで ある 。 その 場

合大乗の 体大に も七 種の 体大が ある 。 七種の 体大に大乗と名付 けられ るので ある 。 七種の体大 も

二 種の 体大に約 され る 。 因の 大 と果の 大で ある 。 】

「所縁の大性と 、 同様に （自利 、 利他の ）両者に於ける行の （大性 ）と、智 と精進策励と 、 方便善

巧 と 、 証得 の 大性 と 、 仏 陀の 事業の 大性 ：こ の 大性 を伴う故に実に大乗と言 い 表 され る 。 」【SBh ：

七種 の 大性 を具える故に大乗と名付け られ る 。 七種の 大性とは所縁の 大 と、二 行の 大 と、二智の

大と、精進策励の大 と、方便善巧 の 大 と、証得の 大 と、仏陀の 事業の 大であ る 。 】

「七種の 大性 を伴 う故 に、大乗 と名付け られる の で ある 。

（A ＝ 1）所縁 の 大性 に よ っ て 、無量の 広 大な経典等の 法が伴 うか ら で あ る
。」【SBh ： 声聞達は 三

　 蔵の み を所縁 とす る の に 尽 きる が 、菩薩達は 甚深広大の 経蔵 、 十萬頌般若波羅蜜等無慮 十萬

　 の 経蔵を所縁 とす る の で 所縁が 大で ある とい うの で ある 。 】

（B ＝2）「行の 大性に よ っ て 、 自利 と利他の 両者 を成就するか らで ある 。 」【SBh ： 声聞達は 自利

　 の み を成就する の に尽 きるが 、菩薩達は 自と他 の両者の利益 を成就する の で 行が大で ある と

　 い うの で ある 。 】

（C ＝ 3）「智の 大 とは　通達の時に 人無我と法無我 の 二 つ の 智に よる 。 」【SBh ： 通達の 時とは初

　 地 に お い て とい うこ とで ある 。 初地の 時 に 人無我 と法無我の 二 に通達する の で 、智の 大とい

　 う。 声聞の 地に よ っ て は　見道の 預流を得る時に も人無我以外に未だ通達 して い な い
（8）故 に

　 智が 大で ある とは云われ ない ので あ る 。 】

（D ・＝ 4）「精進の大とは 三阿僧祇劫の 間常に 謹ん で 修行するか らで あ る。」【SBh ： 声聞達は 三生

　 ある い は 七生の み精進策励するが、菩薩達は綿密に三 阿僧祇劫 の 間精進策励する 。 それゆ え

　 に 精進策励が大で ある と い う。 】

（E ； 5）「方便善巧の 大性とは煩悩に 染 まる こ とな く輪廻を捨て な い こ とで ある 。 」【SBh ： 声聞

　 達は生 と老等が 苦を伴うこ とを見 、 涅槃は寂静を特相 とする と見 るこ とに より、輪廻 を捨て

　 て 、 涅槃を 実現 し よ うと思 う故に 方便が 大で ある とは云 われ な い
。 （それ に対し て ）菩薩達

　 は般若 と （慈 ）悲 をもつ ので （慈）悲に よ っ て輪廻を捨て ず、般若に よ っ て 輪廻 に留 まっ て

　 も生死輪廻の 煩悩に 染 まるこ とが な い 。 例 えば蓮の 花が 泥か ら生 じて も泥 の 汚れ に染 まらな

　 い の と同様にして 留 まる の で 、方便善巧が 大である と云 われ る の で ある 。 以 上は 因の 大性 を

　 説 い て い る の で あ る 。 】
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（F＝6）「証得の 大性とは力と無畏等の 不共法を得るか らで ある 。 」【SBh ：聖 （位の ）声聞達は結

　 局 阿羅漢果 、（十）遍処 、（八 ）勝処お よび六神通 の み以外に得る とこ ろ は ない が 、 菩薩達に

　 よ っ て は 究極的に （十）力と （四）無畏 （等の 、 百四十）不共法等 、 無量 の 功徳が得 られ る

　 （の で証得）が大 きい とい うこ とで ある 。 】

（G ＝ 7）「仏 陀の 御事業の 大性とは 、しば しば大菩提 を示す こ と と、大涅槃 を示す こ とで あ る。」

　 【SBh ： 声 聞達は 阿羅漢果を得て 涅槃を得た ならば 、 大菩提 と法輪を転ず る等の 事業は行わ

　 な い が 、菩薩達は （1）悟 りを 開い て か ら も有情を救済するため に色 究竟天宮に入 る こ と と 、

　 （2）入胎と成覚等か ら大般涅槃に至 る まで の 間法 を説 く御事業 をなさ っ たの で 事業が大であ

　 ると云わ れる 。 それ ら二 種に よ っ て果の 大が説かれて い る 。 】

　この よ うな 七種の 大性 とほぼ 同様の 内容 を示すの が安慧の 『中辺分別論釈疏』無上乗品お よび

安慧の 糅えた 『大乗阿毘達磨雑集論』法品で あ り（9）
、 BBh とは別の解釈の脈絡 を形成して い る 。

倫記は こ の こ とに つ い て 「対法の 七 大性 と荘厳の 七 大義は名 を異にする も、体は 同 じな り。 此の

論 とは 同じな らず」
（10）と記 して い る 。こ の MSA で も七大義 を因と果 に分けて い るが 、　BBh の よ

うに 因の 中に さらに 因果関係を含意 させ る よ うな こ とは な い 。 しか も果 を二 種数えて い る の も菩

薩の 行 よ りもむ し ろ その 結果の 方 に 重点 を置い て い る視点の 現われ の よ うに思 わ れ る 。 な お こ こ

で 安慧が 大乗性を声聞乗と対比 して明示し よ うとして い るが 、 そ うい う対比的な説 明 も BBh の

方に は 見られ ない
。

4 ．MSA お よび SBh に お け る 摂大乗の 八 法

　次に摂大乗 に つ い て MSA で は 、

「摂大乗を分析する偈頌 は二 つ で ある 。 」【SBh ： 大乗の 体大を具えた （菩薩）達は声 聞と独 覚の

乗に依拠して 涅槃 （界）に住む（11）こ とが な くはな い が 、 大乗の 体大に よ っ て無住処涅槃 （界）に

住む 。 そ れ故に大乗の 体大の 後に摂大乗の
一
節が 説か れ る 。 その場 合大乗とい うの は 十萬頌般若

波羅蜜の 中で 華厳経等を取 っ て （rmad −ga−cad 　la　sogs −pa　la　bya−bas）（12 ）大乗の 意味 を説 くな ら

ば 無量で あ るけれ ど も、それ ら無量の もの を統括すれば八種の 法の 中に大乗の 意味が余す とこ ろ

無 く集約され る 。 そ こ で 八種の 法を （摂 ）大乗とい うので あ る。 そ の場合八 種の 法を統括するの

も 、 種姓に住する菩薩が 無上 の 菩提に向か っ て 発心 し て 解行地にお い て 菩薩の 行 と して の 六波羅

蜜 を成就 して 、その 後 に十地の 次 第に よ っ て修行 して 仏地が実現 された こ と、それ らを （摂）大

乗 と呼ぶ こ と を目的 として い る 。 】

「次の十種 （漢訳では八 種メ13）
の こ とが らに よ っ て大乗全体が統括される 。 （H ＝ 1）種姓と、（1 ＝ 2）

法 を信 じ る こ と と、（J＝ 3）その よ うに心 を生 じる こ と と、（K ＝4）布施等を成就 す る こ とと、

（L＝5）無過失に 入る こ とと、有情を成熟す るこ とと 、 （M ＝ 6）（仏 ）国土 を清浄に し 、 （N ＝ 7）無

住処涅槃 （に 入る ）こ と と、（0 ＝ 8）最勝の 菩提 をも示現す る こ とで ある 。 その 中、有情の 成熟

をする とは 、 地に入 っ た （菩薩）の 第七地 まで に お い て で あ る と知 るべ きで あ る 。 国土 を も清浄

に し、無住処涅槃 （に 入る）の は不退転の 地 、第八 、九、十の 地におい てで あ る 。 最勝の 菩提は

仏地 にお い て ある 。 まさにそこにお い て現等覚 と大涅槃の 示現が あ る と知る べ きで ある 。 他の こ
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とは 已に理解 され た 。 」

【SBh ： （H ＝1）種姓 とい うこ とと種子とい うこ とと、福分があ る と い うこ と の 意味は 一
つ で あ

　 る
。 意味の 上で は 布施か ら般若波羅蜜に至 る まで 、 六波羅蜜の 種子が ある こ とを種姓 と い う」

　 の で あ っ て 、 これは 種姓 におい て 存在す るす る とい うこ との 意味を示して い る 。 即 ち第
一
種

　 の 法で ある 。

（1＝ 2）その よ うに 大乗の 種姓が あるこ と に より、甚深広 大の 法を も一心 に信仰する こ とを法を

　 信じる とい うの である 。 即 ちこれが 第二 種の 法であ る 。

（J＝ 3）菩薩の 種姓 もあ り、甚深広大 の 法をも信 じる よ うに な り、 その 後に 自己と
一

切の有情を

　 利益するため に 無上の 菩提を得る よ うに なろ う、と発願する こ とが 発心 とい われ る 。 即 ち こ

　 れが 第三種の 法で ある 。 以上 で種姓 に住 して無上 の 菩提 に向か っ て発心するとい うこ との 意

　 味が述 べ られ た の で ある 。

（K ＝ 4）その ように無上の菩提に向か っ て発心 して解行地に お い て 布施波羅蜜か ら般若波羅蜜に

　 至 る まで の 六波羅蜜を成就する こ とが 第四種 の 法で ある 。 それ に よ っ て 菩提心 を起 こ してか

　 ら解行 地にお い て 六波羅蜜を成就す る とい うこ との意味を示し て い るの で ある 。

（L　＝ 5）所取 と能取に執着するこ とが 過失で あ り、初地におい て 所取 と能取に 執着す る こ とを捨

　 て る の であ るが 、解行地に おい て 六波羅蜜 を成就する こ とに より初地を得る 。 故に （布施等

　 を成就する と）過失が無 くなる とい うので ある 。 これ が 第五 の 法で ある 。

（M ＝6）それ よ り二 地 を始め として 第七 地以下にお い て 菩提分 と、諸 々 の 波羅蜜の 法に よ っ て教

　 義を信奉しな い 有情をし て 教義を信奉 させ 、教義 を信奉する もの は善に着 くよ うに し て 成熟

　 する 。 これが 第六の 法で ある。

（N ； 7）それ よ り不退転の 地 、 第八 、 九 、十の 地に お い て は仏国土を清浄に し 、 無住処涅槃の 道

　 に 住む 。 即 ちこ れが 第七の 法で ある 。 その 仏 国土 を清浄にする こ とにお い て は器世間を水晶

　 や金等の 色に 輝か せ る
。 無住処涅槃の 道とは智 と （慈）悲の 二 で ある 。 即 ち慈悲に よ っ て生

　 死 輪廻 を捨て な い が 、 特定 の 涅槃 （界）に住 む こ とは ない
。 （また 〉菩薩は 有情の ために生死

　 輪廻に留まるけれ ど も智恵の 力 に よ っ て 輪廻の 罪過 に染まる こ とは ない の で 、 輪廻 に依存す

　 る こ とがな い 。

（0 ＝8）それ よ り十地 を超えて十
一

地 （に入 っ た ）仏陀は ≡i…身 を得て い る の で 菩提者 とい われ

　 るが 、 菩提者か ら母胎に 入 り、胎 か ら出る こ と と、宮殿か ら出て 出家を示すこ と等を示現 し

　 て、現等覚と、転法輪と涅槃に至 る まで の こ とを示す。 即 ちそれ が 第八 の 法で ある 。 それゆ

　 え （摂）大乗とい うこ とも要約すれ ば 、種姓を始め として 大般 涅槃 に至 る まで を示現す る こ

　 とが （摂 ）大乗 と呼ばれ ると い うこ とで あ る。】

　 MSA の 七大義の 説 明で は行法 と行法 の 間の 因果関係が言及され なか っ たの に対して 、
こ の 摂

大乗に 関す る安慧 （SBh）の 説明で は整 然と順序立て て十地 の 実践段階が 摂大乗の 内容 として 位

置づ け られ て い る 。 しか し BBh に い う 「勝解行地」は言及 されて は い る もの の
、 聞思修お よび勝

意楽は こ こ で は捨象されて い る 。 また （J）の発心では 、 BBh （b）の 発心の 大性で は言及され な

か っ た 利他の 概念が 取 り上げ られて い る 。
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　こ れ ら七大義お よび 八法の うち、（a ）の 法大性 と （A ）縁 大、（f）時大性＝ （D ）勤大 の よ う

に
、 内容の 上 で 共通する項 目もあるが 、 （k）如理聽聞ある い は、（H ）種性の ように 、他に対応す

る項 目の な い 特有の もの もあ る 。

　ちなみ にそれぞれの 項目を BBh 、　MSA それ ぞれ を基準に した場合を対比 して 、 表に よ っ て 示し

て 見 よ う。
≡ に よ っ て共通する項 目 、

コ ロ ン （：）に よっ て内容的に概ね対応す る項 目を表わ し、

二重の コ ロ ン （：：）に よ っ て 緩やか な対応が 見 られ る項 目を表わす 。 下線を引い た項 目は 、 大乗

の 項 目に対 応しつ つ 他の 論で 摂大乗の グ ル
ープ に見られ る とい うように 、場所が ク ロ ス して い る

場合を示す 。

（表 2 七 大義の対比）

　　　　　　 BBh

因 法大性 （a）＝（A）縁大

因 發心大性 （b）：（J）発心

因 勝解大性 （c）：（1）信法

因 増 上 意樂大性 （d）： 趣勝意樂 （1）

　　　　；（L）入道　く初地 〉

因 資糧大性 （e）：；（K）行行

因 時大性 （f）＝ （D ）勤大

果 圓證大性 （g）：（F）果大

　　　　　 MSA

因 縁大 （A ）＝ （a ）法大性

因 行大 （B ）〈自利利他〉
一

因 智大 （C）〈二 無我智 〉

因 勤大 （D ）＝ （f＞時大性

因 巧大 （E ）〈般若慈悲〉 一

果 果大 （F ）：（g）圓證大性

果 事大 （G）： （h）（i）（j）

（表 3 摂大乗 八 法の 対比）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 BBh

菩薩藏教 （h）：（G）事大

顯 示諸法眞實義教   ：（G ）事大

顯示大威力之教 （j）：（G ）事大

如理聽聞 （k）

趣勝意樂 （1）：増上 意樂大性 （d）：（L）入 道 く初 地 〉

入修行相 〈九地 〉（m ）：：（M ）成熟衆生

修果成滿 く十地 〉 （n ）：：（N ）浄仏国土

成滿究竟出離 （o ）；（O ）菩提勝

　 　 　 　 　 　 　 　 MSA

種性 （H ）
一

信法 （1）：（c）勝解大性

発心 （」）：（b）發心大性

行行 （K ）〈六波羅蜜 〉 ：：（e）資糧大性

入 道 （L）：（1）趣勝意樂 ：（d）増 上 意樂大性

成熟衆 生 〈初七地 〉 （M ）：：入修行相 （m ）

浄仏国土 く不退八 九十地 〉（N ）：：修果成滿 （n ）

菩提勝 く仏地 〉 （0 ）： 成滿究竟 出離 （o ）

　この ように見て くると瑜伽行派の 論典で は 大乗 と摂大乗の 解釈 をめ ぐ っ て BBh 型 と MSA 型二

つ の 異な っ た系が あ っ た こ とが 分かる 。 で は無著の 『摂大乗論』の 所説は ど ちらに類す る の だろ

うか 。 概観 した 限 り、 その （1）応知依 （種子 ）は H ；（4）入因果は K ：（5）修異は （M ， N ）；（10）

智は （o ，
0 ）と対応する 。 これ を見て も 『摂大乗論』の 章の 立 て 方は BBh よ りもむしろ MSA の

科段に近 い 。 とすれ ば両者を踏まえつ つ 、BBh 乃 至 『瑜伽論』よ りもむしろ MSA 偈頌の 摂大乗

観に準拠して摂大乗説 をまとめ なお した の が 無著の 『摂大乗論』で あ っ た とい うこ とに なるで あ

ろ う。 こ の こ とは宇井博士が 、『摂大乗論』は MSA と密接 な関係 にあ り、『瑜伽論』と MSA の両

系統を総括した もの で あ る とされ た方向に ほぼ
一

致する所で もある
（14）

。

　ところで 、 BBh の 最終章 「次第瑜伽処」（ア ヌ クラ マ ）にお い て は菩薩地全体の 章立て と章の 内

容が順次因果的に 関連づ けて 説明 されるが 、 中で も 「菩薩功徳品」の こ とが 特に詳し く分析され、
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功徳品の 内容が二 種に分けて 正 行功徳殊勝 （行の 徳が勝れ て い る こ と ：pratipatti−gu4avigeSa 行

功徳）と可称讃功徳殊勝 （称賛の徳 、 利益 を与える徳の勝れ て い るこ と ：anuSalpsa −gurpa−vigesa

讃功徳 ）と呼ばれ て い る 。 しか しその 名称は 、 BBh の 中で は他に例がな く、 菩薩地の 中で の ア ヌ

ク ラ マ の 独特の 視点を表わ して い る 。 と ころが こ れ らの 名称は 、MSA の 無性 と安慧の 注釈書に

登場す る
（15）

。 しか し玄奘以前の 漢訳 、 曇無讖訳 （c ．410A ．　D ．）と求那跋摩訳 （431　A ．　D ．）に

は この 章全体が欠如 して い る 。 これ ら の ことか ら、ア ヌ ク ラ マ は求那跋摩訳以後 、 玄奘以前の 時

代の イン ドの 瑜伽行派の 中の い ずれかの 注釈家に よ っ て無性 ・安慧の MSA の 註釈を参考にして 、

補足 された もの で あろ う可 能性が 考えられ る 。
こ こ に見た 「大乗」「摂大乗」は BBh ア ヌ ク ラマ

で は讃功徳の
一

部 として 捉え られ て い るが 、しかし無性 ・安慧の MSA の 註釈で は行功徳とし て

捉えられて い る 。 したが っ て BBh 自体の成立過程の 末端に位置す る ア ヌ クラ マ にお い て 、無性 、

安慧の MSA 註の 考え方を 、 無性で も安慧で もない 別の論師が 借用 して 取 り入れ て い っ た形跡が

こ こ に見られ るとい えよ う。

　とこ ろで BBh と MSA の 間には 、 引用 関係か ら、また より整理 され た形態 を示す点か ら後者の

方が概ね後に形成 され たとすで に 多 くの 学者に よ っ て 指摘 され て い るが 、 前述の よ うに BBh の

最終章が MSA の 無性、安慧の 註 よ りもさ ら に 後の 付加で ある こ とが 考 えられる の で 、 ある部分

は 『瑜伽論』の 方が遅れて 形成 され て い た とい うよ うに見る べ きで あ ろ う。

　しか し菩薩地の ア ヌ ク ラ マ で 功徳の 分類に 関して その よ うな MSA の 注釈書か ら の 借用が仮に

あ っ た とし て も、こ の 「大乗」と 「摂大乗」の 意味解釈に関 して は BBh と MSA の 功徳品の本文

が や は り観点 を異に して い て 、 若干の 他の 論典が それ ぞれ の 解釈に従 う形をとっ て い た と い うこ

とは 否め な い 所であ る 。

　BBh は特に 淨勝意樂地 とい う楷梯 を立 て る など して菩薩の 行の 楷梯 を主眼に置い て修道の 因

果関係 を綿密に論じ る 。 それ と は異な っ たある観点、宇井博士 の こ とば を借 りれば真諦の 立場 に

立 っ て 、要点的に教義を捉 え直 したの が MSA で あ ると考えられ る 。 しか し上 に見て きたよ うに

同
一

の 問題を扱い なが ら も観点 を異にするた め に BBh の 場合 とは 別建て の 記述 とな っ た の はど

うい う事情 に よる の か 、 延い て は また なぜ MSA が 敢えてその よ うに 別の 観点か ら造論しなけれ

ば ならなか っ たのか とい う問題は 、成立 の 先後問題 と並ん で 文化史的観点に とっ て 重要 な問題で

あ る とい え よ う。
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一、大正 31， p．743−4．；Tatia

’

s　Abhidharma 　Samuccaya 　Bha ξya ，

　 P．96 ， §　118．
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一
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（15）野澤静證 「智吉祥造 『荘厳經論總義亅に つ い て 」『仏教研究』2−2
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の推定一 」『印仏研亅29−2
，
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一22 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


